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苫谷アン

　「“エッチなおじさん”をコーヒーに入れられますか。“ポカ

リ汗”をおいしく飲めますか

　最初にCREAI）（エッチなおじさん〉とポカリスエットとい

う商品名を見た時、英語が母国語の私は変な印象を受けた。来日

して英語が幅広く使用されているのにびっくりした。外来語と和

製英語熱は高まる一方だ。

　英語は特に日本人に縁の深い外国語だ。これは昔の明治時代か

らのことで英語は日本人の日常生活に浸透していて、きってもき

れないものになっている。アメリカへの留学も大学生の中で大ブームで、金髪で青い

目の外人がニコニコ笑ってる写真がのってる英会話学校の広告が電車のなかでずらり

と並べてある。英語は巨大な影響を日木人に与えている。

　日木で売ってる日本製の商晶に英語が使われるのは横文字が図案として視覚的に面

白いばかりでなく、消費者にアピールするからだろう。かん詰やびん詰の類などに張っ

てあるラベルはたいてい英語がついている。外国語で書いてない商品はないといえる

程数が多い。今日は当然のことと思われていて、これも明治からの伝統である。

　日木人の言語生活になぜ英語がこのように浸透しているのか考えてみたら大きく分

けて二つの理由があるようだ。一つは飾りとしての英語で、もう一つは実用の英語で

ある。日木人は飾りとしての英語を利用する時には他の日本人が意味が変だろうが綴

りが間違っていようが分らないと仮定する。特に文法に適っているかどうかをあまり

気にしていないちしい。例えば、駅のKIOSKの名前は“LET　（…ましょう）”

とかあるメニューを見るとデザート（DESSERT）のSが抜けて、“DESER
T（砂漠）”になっているなどあたりを見回すとU常生活に一杯不自然な言葉が使わ

れている。

　日木で使っている八十・八％は英語である。さらに外来語をもとにして新しい語句

を形成したりすることも普通でそれは和製英語と呼ばれてる。野球の「ナイター」と

か丁度良いの意味で使ってる「ジャスト」。豊満な女性のことを「グラマー一・・だ」とい

うが、グラマの英語の意味は文法のことなので英米人が「グラマー」を聞いて「あっ1

文法的な女だ！」と思ってしまうのは不思議ではない。どうしてもともと文法の意味

のグラマーが豊満という意味で使われるようになったのか、不可解なことである。和
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製英語を聞いて混乱する外人も少なくないのは当然のことだ。

　英語が母国語の外人は、来日して文法的に間違ってる英語とか和製英語などを見る

と様々な反応をみせる。大抵面白いと思って笑う人もいれば、正しくない英語にぞっ

とする人もいる。最近英字新聞のJAPANTIMESの論説欄で不正英語の功罪を

討論した。

　賛成の方は愉快でかわいい和製英語は害のない物ぢと語る。「少なくとも日本人は

外国語に一生懸命だ。外国語を習う熱意のないアメリカ人よりよっぽどましだ」との

意見を述べた人もいた。日本人向きの英語だから別に外人には関係ないと思う人もい

た。

　また一方では「不正英語は正当な英語に対する侮辱である」だと考えている。「利

用するのだったら文法的にきちんと正確に使って欲しい」というのだ。停車上でlM

YCARでおこしのお客様」の放送が聞こえる。そんな影響から子供も間違って覚え

てしまう。この間、電車に乗っていた時、子供が「AちゃんのMYIIOUSEに遊び

にいきたい」というのを聞いて不安に思った。

　しかし、どうして日本人は正しく英語を使わないのかを考えてみよう。長谷川潔先

生と堀内克明先生によれば「これはおそちく日本人の心理である」という。一人一人

の日本人は礼儀正しいが、電車に乗ったり集団で行動する日本人は無作法である。自

分の家はきれいにしておくが、公共の場所はちらかしっぱなしである。これと同じ二

面性の表われが日本人英語の中にもみちれる。活字にして出してしまえば、もう自分

のものではないという感覚である。もう一つは英語がある程度書ける人の妙な自信で

ある。この妙な自信がなければ誤った英語など平気で書けるはずがない。言葉の不確

かな綴りなんかはせめて辞書をひいてから活字すると思うがいつもそうだというわけ

ではない。特に大きな看板とかトラックなどの間違った綴りにはうんざりする。さら

に、日木はアメリカのものを吸収し、和製にして吐き出す傾向がある。和製英語にこ

の傾向が強くあちわれている。

　日本人のアメリカに対するあこがれはますます強まる一方で日本人は皆夢中で英語

を学んでいるのに感心するが、「せっかく学ぷのなら正しく学びましょう」というの

が私の個人的な意見である。今日の臼木は経済的にみると世界一の大国である。逆に

将来、日本語会話がアメリカ全土を風靡するのは必至である。
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